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参加した理由 

私がこのプログラムに参加しようと決めたのは、中

国語を学ぶ機会が欲しかったからです。私は国籍が中

国ですが、幼いころから日本で生活してきたため、大

学入学当時はほとんど中国語を忘れてしまっている状

態でした。入学後、第二外国語の授業で中国語を選択

しましたが、それだけでは物足りず、今回のプログラ

ムを通して、中国語を話す人々が多く住んでいる場所

で自分の中国語力を伸ばしたいと感じました。 

（クラスは三段階ほどに分かれているため、本当に今

まで中国語に触れたこともない！という人でも最初か

ら優しく教えてくれるクラスがあるのでご安心を。）また、私は大学在学期間中に長期

留学をすることを考えていて、この短期留学は将来の長期留学に向けた練習になると

共に、異文化交流や異文化理解ができる絶好の機会になると思いました。 

学校生活 

 平日の午前三時間、午後三時間の合計六時間普通話の講義を受けました。私はレベ

ルでいうと一番上のクラスで講義を受けていましたが、このクラスでは講義の大部分

が普通話を用いて行われました。複雑な意味の単語や難しい文法は、英語で翻訳して

くれることもありました。午前は主に文法や読解をし、午後は主にコミュニケーショ

ン、スピーキングを学習しました。午前のテストは筆記で、午後のテストはリスニン

グとプレゼンテーションがありました。一回の講義の時間が三時間と非常に長く、そ

れに応じて休み時間も二時間半あったことには衝撃を受けました。三時間ある講義の

間には1、２回ほど休憩時間が設けられましたが、それでも集中力をずっと保ち続け

ることは簡単ではありませんでした。昼休みは長いのでちょっと遠出してご飯を食べ



に行くことが可能でした。が、大半は午後のために昼寝をしている人が多い印象でし

た。 

 午前はバス通学で、午後は徒歩の人が多かったです。大学は山の中にあるので、毎

日登山をしています。香港中文大学の学生は足腰が強くなるらしいです。自然が豊か

で、日本と気候が違うので、見たことない虫もいました。寮の近くにサルが出たこと

もありました。 

講義以外のこと 

平日は講義が17時頃に終わるので、そこから街

に出て遊びに出かけることができました。土日は

丸一日フリーだったので、事前にホテルを取って

おいて一泊二日使って一人で中国旅行している人

がいたり、マカオまで行ってカジノをしている人

がいたりしました。私は香港ディズニーと、中国

の深圳に行って観光をしました。（私は中国のパス

ポートを持っていたので深圳に比較的入りやすか

ったですが、日本人は中国に入るビザを発行する

必要がある為、行きたい人は気を付けてくださ

い。）３週間は長いようで短いので、事前にどこに

行くか、行くには何が必要か調べてから行くこと

が大事だと思います。この３週間で香港以外の国も満喫した人と、ずっと寮にこもっ

ていた人とでは経験がだいぶ変わってくると思います。 

 香港では意外と英語が通じなかったり、普通話が通じなかったりすることがざらに

あります。街中ではほぼ広東語しか聞こえませんが、たまに普通話で話しかけると切

り替えてくれる人がいます。言語が通じない中でどうやって生き延びるかを試される

機会は本当に自分を成長させてくれます。 

 

参加してよかったこと 

私が所属していたクラスには様々な国籍の人がいて、日本、アメリカ、韓国、スウ

ェーデン、ロシアなど本当に同じクラスでも、生徒それぞれが普段使用している言語

はバラバラでした。クラスメイトは中国にルーツを持っている生徒が多い印象でした

が、中には独学で中国語を学んだという人もいました。そのため、基本的には普通話



と英語を交えて会話をすることが多く、授業で習った

単語を普段の会話に取り入れたり、間違えている文法

はお互いに指摘しあったりして、生徒同士で高めあう

ことができました。また、私のように中国で生まれ

て、別の場所で育った、という、似たような境遇の人

とたくさん会えてとてもうれしかったです。 

（←左の写真は、メッセージツールを用いて普通話で

話していた時に起きたタイプミスにより、とんでもない

文章になってしまったときのことです。クラスメイトと

は、こんな間違いも笑いあえて、お互いに指摘しあえる

素敵な関係を構築できます。） 

私も初めのほうは、英語や普通話を話すことが恥ず

かしく、異なる国籍の人とあまりコミュニケーション

を取ることができませんでした。しかし、留学生活の中において「間違い」は全く悪

いことではなく、むしろ自分が成長できるチャンスだと気づいてから、積極的に普通

話と英語を用いてクラスメイトと話すようになりました。留学に来ているということ

はみんなも普通話を「学びに」来ていて、完璧に言語を使いこなせる人などいないの

で、全員が恥ずかしがらずに会話を楽しむことができたと思います。 

 

このプログラムへの参加を検討している方へ 

迷っている方は絶対参加したほうがいいです！！！他の短期プログラムに比べて安

価で期間が長いため、海外に行くことで確実に将来の選択肢が増えるし、価値観が広

がります。いろんな人に会って、考え方を取り入れて、皆さんの将来を豊かにしてほ

しいです。中国語ができなくても、英語ができなくても（ある程度は必要ですが）、と

りあえず外の世界に出てみることが大切だと思います。日本の中では体験できないこ

とがたくさん待っています。 

 


